
。
学

報
〈
昭
和
五
十
六
年
度
〉

国

象

〈
〉
望
月
海
淑
教
授
の
篤
志
寄
附
O

本
学
教
授
望
月
海
淑
先
生
（
身
延
山
樋
沢
坊
住
職
）
に
は
、
本
学
園
に

対
し
て
金
参
百
万
円
の
篤
志
を
寄
せ
て
、
学
園
の
研
究
体
制
の
充
実
と
発

展
に
資
し
て
欲
し
い
と
申
し
出
ら
れ
の
に
対
し
。
本
学
教
授
会
は
先
生
の

篤
志
を
意
義
あ
ら
し
め
る
為
に
、
前
年
度
新
設
さ
れ
た
「
灘
上
研
究
奨
励

基
金
」
と
併
せ
一
本
化
し
て
、
「
灘
上
・
望
月
学
術
奨
励
基
金
」
と
し
て

発
足
さ
せ
、
今
後
は
仏
教
文
化
研
究
所
を
中
心
と
し
て
大
い
に
基
金
を
活

用
し
、
身
延
山
教
学
の
振
興
を
図
る
こ
と
が
議
せ
ら
れ
た
。

。
学
内
研
究
発
表
会
。

こ
の
研
究
会
は
満
六
年
を
数
え
本
学
先
生
方
の
研
鍛
発
表
の
場
と
な
っ

て
い
る
o
偶
々
、
本
年
度
は
宗
祖
七
百
遠
忌
の
正
当
に
会
し
、
身
延
山
久

遠
寺
に
於
て
遠
忌
事
業
が
展
開
さ
れ
た
為
に
、
本
学
の
先
生
方
も
違
思
事

業
の
全
般
に
亘
り
参
画
協
力
・
奉
仕
を
余
儀
無
く
さ
れ
た
為
、
研
究
発
表

も
割
愛
を
余
儀
な
く
し
た
が
、
そ
れ
で
も
左
記
の
通
り
実
旋
し
た
。

。
第
四
十
四
回
ハ
四
月
十
一
日
〉

一
日
蓮
宗
イ
ン
ド
仏
跡
参
拝
」
研
修
報
告

助

教

授

山

田

是

明

。
第
四
十
五
回
（
五
月
二
十
八
日
〉

本
尊
論
の
展
開
に
つ
い
て
講

師

。
第
四
十
六
回
（
九
月
二
十
五
日
〉

言

語

と

思

考

教

桑

名

授

大

森

貫

。
四
十
七
回
〈
十
一
月
六
日
）

「
空
観
」
の
検
討
l
竜
樹
を
中
心
と
し
て
｜

教

授

里

見

泰

。
第
四
十
八
回
ハ
五
十
七
年
二
月
十
六
日
〉

道
元
の
時
間
論
に
つ
い
て
教

授

町

田

是

正孝穏正
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学
会
活
動
報
告

O
日
本
印
度
学
仏
教
学
会

第
三
十
二
回
学
術
大
会
は
、
八
月
二
十
六
日
ハ
水

γ
二
十
七
日
（
木
）

の
両
日
、
同
朋
大
学
ハ
名
古
屋
市
中
村
区
〉
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
本
学

よ
り
左
の
三
氏
が
研
究
発
表
さ
れ
た
。

中
論
の
論
理
に
つ
い
て

最
蓮
房
あ
て
御
脅
の
問
題
点

目
蓮
聖
人
の
瑞
相
観

上中盟

国条見

本暁泰

昌秀穏



O
日
本
仏
教
学
会

昭
和
五
十
六
年
度
学
術
大
会
は
、
十
一
月
十
三
日
（
金
）
・
十
四
日
ハ
土
〉

の
両
日
に
わ
た
り
、
「
社
会
倫
理
と
仏
教
の
機
能
」
を
共
同
研
究
テ
1
マ

と
し
て
、
四
天
王
寺
本
坊
（
大
阪
市
天
王
寺
区
〉
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

本
学
の
上
岡
本
昌
教
授
が
研
究
発
表
さ
れ
た
。

日
蓮
聖
人
に
お
け
る
衆
生
済
度
と
機
能

上

田

本

O
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会

第
三
十
四
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
は
、
十
一
月
二
十
七
日
（
金
）

・
二
十
八
日
（
土
〉
の
両
日
、
日
蓮
宗
宗
務
院
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

本
学
か
ら
の
研
究
発
表
者
は
左
の
四
民
で
あ
っ
た
。

関
西
身
延
妙
伝
寺
に
つ
い
て

三
観
に
つ
い
て

金
綱
集
の
一
考
察

四
山
四
河
の
一
考
察

林

是

晋

若

杉

見

龍

中

条

暁

秀

上

田

本

昌

ハ
文
責
・
中
条
〉

O
イ
ン
ド
仏
跡
巡
拝
研
修
旅
行
。

本
学
の
山
田
是
明
助
教
・
筒
井
妙
清
養
護
教
諭
の
二
人
は
、
二
月
十
一

日
よ
り
二
十
六
日
ま
で
、
イ
ン
ド
仏
跡
等
の
巡
拝
を
行
い
帰
国
し
た
。

カ
ル
カ
y
タ
o
パ
ト
ナ
。
パ
イ
シ
ャ
リ
（
釈
尊
外
護
者
リ
ッ
チ
ャ
グ
ィ

族
の
都
〉
0

プ
ダ
ガ
ヤ
ハ
釈
迦
成
道
の
聖
地
〉
0

ベ
ナ
レ
ス
o
サ
ル
ナ
l

ト
〈
釈
尊
初
転
法
輸
の
聖
地
〉
。
グ
シ
ナ
ガ
l
ル
〈
浬
柴
の
聖
地
〉
0

テ

ィ
ラ
ウ
ラ
コ
ッ
ト
〈
立
正
大
学
発
堀
調
査
の
カ
ピ
ラ
披
）
。
ル

γ
ピ
ニ
（
釈

尊
誕
生
の
地
）
0
デ
リ
1
0
タ
ジ
マ
ハ

1
ル
。
サ
ソ
チ
。
エ
ロ
l
－フ。

こ
の
巡
拝
研
修
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
学
内
研
究
会
〈
四
月
十
一
日
〉

で
詳
細
に
報
告
さ
れ
た
。

13 
Eヨ

。
「
山
梨
県
一
般
教
育
研
究
・
協
議
会
」
の
設
立

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
十
二
目
、
山
梨
県
下
の
高
等
教
育
機
関
〈
大
学

・
短
大
・
専
門
学
校
）
を
主
体
と
し
て
「
山
梨
県
一
般
教
育
研
究
・
協
議

会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
本
会
は
ご
般
教
育
に
関
す
る
研
究
活
動
の
正
当

な
発
展
を
期
し
、
研
究
活
動
に
関
す
る
情
報
交
換
並
に
研
究
成
果
の
公
表

併
せ
一
般
教
育
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
」
（
協
議
会
規
則
二
条
）
と

し
て
い
る
。
本
学
か
ら
の
加
入
会
員
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
o

町
田
是
正
（
教
授
・
日
本
中
世
仏
教
史
・
歴
史
学
〉

大
森
孝
ハ
教
授
・
英
語
学
・
英
文
学
〉

掘
一
男
（
教
授
・
東
洋
思
想
史
・
外
国
史
〉

一
宮
嘉
孝
〈
助
教
授
・
体
育
学
〉

山
田
是
明
ハ
助
教
授
・
体
育
学
〉

尚
、
大
森
・
町
田
両
教
授
は
本
会
の
理
事
に
就
任
す
。

(133) 

〈
〉
日
蓮
聖
人
第
七
百
遠
忌
身
延
山
報
思
事
業

身
延
山
に
於
け
る
報
恩
記
念
事
業
は
、
付
建
設
部
門
、
同
社
会
教
化
部

門
。
回
読
調
会
・
大
法
要
部
門
の
三
つ
に
亘
り
展
開
し
、
鴻
思
の
一
分
に

謝
し
、
以
っ
て
報
恩
に
擬
し
奉
っ
た
。

H
建
設
部
門
：
・
消
風
寮
新
築
（
五
十
五
年
十
一
月
完
成
〉
、
水
鳴
楼
建
築



ハ
五
十
五
年
十
二
月
完
成
）
、
信
徒
休
憩
所
新
築
（
五
十
六
年
三
月
完
成
）

新
納
牌
堂
新
築
（
五
十
六
年
九
月
完
成
）
、
大
本
堂
建
立
（
五
十
六
年
十

月
上
棟
式
・
五
十
七
年
十
月
完
工
予
定
〉
。

口
社
会
教
化
部
門
：
・
身
延
山
久
遠
寺
が
刊
行
す
る
も
の
に
『
日
蓮
聖
人
遺

文
辞
典
』
ハ
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
・
代
表
宮
崎
英
修
所
長
）
、

『
身
延
山
史
年
表
』
（
身
延
山
短
期
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
編
・
代
表
町

田
是
正
所
長
〉
、
『
身
延
文
庫
典
籍
目
録
』
（
身
延
文
庫
絹
・
代
表
林
是

晋
主
任
〉
、
『
日
蓮
聖
人
と
身
延
山
』
（
ぎ
ょ
う
せ
い
出
版
社
刊
）

日
読
調
会
・
大
法
要
部
門
：
・
前
年
大
法
要
ハ
五
十
五
年
十
月
十
一
日
J
十

三
日
〉
o
御
正
当
前
期
大
法
要
〉
四
月
一
日
J
十
日
〉
。
中
期
大
法
要
（
五

月
一
日

1
五
月
十
日
〉
0

御
正
当
報
恩
大
法
要
〈
十
月
六
日
1
十
五
日
〉

右
の
身
延
山
報
恩
事
業
の
う
ち
、
特
に
本
学
教
職
員
が
奉
仕
協
力
し
た

も
の
、
進
捗
し
つ
つ
あ
る
事
業
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

川
『
身
延
山
史
年
表
』
：
・
本
学
の
先
生
方
に
よ
り
協
大
な
資
料
の
蒐
集
・

調
査
・
整
理
が
進
め
ら
れ
、
遠
忌
大
法
要
御
正
会
・
十
月
六
日
、
整
理
さ

れ
た
原
稿
の
一
部
（
今
村
良
枝
浄
書
に
依
る
〉
が
、
町
田
是
正
教
授
に
よ

っ
て
竹
下
回
康
総
務
に
手
渡
さ
れ
、
総
務
が
こ
れ
を
御
宝
前
に
献
納
し
た
。

年
表
作
成
に
参
画
協
力
さ
れ
た
諸
先
生
は

l
林
是
幹
・
上
田
本
昌
・
望
月

海
淑
・
大
森
孝
・
若
杉
見
竜
・
山
田
是
明
・
林
是
晋
・
中
条
暁
秀
・
中
里

悠
光
・
奥
野
本
洋
・
桑
名
賀
正
・
望
月
海
英
・
今
村
良
枝
・
町
田
是
正

〈
敬
称
略
〉
で
あ
る
。

ω
『
日
蓮
曹
人
と
身
延
山
』
・
：
本
学
か
ら
の
共
同
執
筆
は
次
の
通
り
。
．

上
田
本
昌
教
授
「
日
蓮
聖
人
と
身
延
山
」
。
「
文
学
芸
能
に
現
わ
れ
た
る

身
延
山
」

o
町
田
是
正
教
授
「
身
延
山
の
歴
史
」
。
望
月
海
淑
教
授
「
身

身
山
案
内
記
」
。
林
是
晋
講
師
「
身
延
山
の
自
然
と
文
化
財
」
。
と
な
っ

て
い
る
o

m
『
身
延
文
庫
典
籍
目
録
』
・
：
身
延
山
の
開
聞
以
来
伝
来
す
る
秘
宝
の
典

籍
を
目
録
に
作
成
す
る
も
の
で
、
こ
の
目
録
に
よ
っ
て
身
延
文
庫
に
所
蔵

さ
れ
る
典
籍
の
全
貌
が
明
ら
か
と
な
る
。
本
学
講
師
林
是
晋
先
生
が
寸
暇

を
惜
し
ん
で
の
作
業
で
あ
り
そ
の
刊
行
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
典
籍
目
録

の
原
稿
も
、
遠
忌
大
法
要
の
当
日
、
棲
神
閣
に
於
て
、
林
講
師
か
ら
竹
下

総
務
に
渡
さ
れ
、
宗
祖
の
御
尊
像
宝
前
に
奉
安
さ
れ
た
。

ω身
延
山
大
法
要
（
前
年
度
・
正
当
会
）
出
座
奉
仕
教
職
員
は
左
の
通
り
。

教
授
林
是
幹
ハ
端
場
坊
住
職
脇
導
師
勤
む
〉

教
授
長
谷
川
覚
鹿
（
大
普
坊
住
職
声
明
導
師
勤
む
〉

教
授
期
一
男
（
窪
之
坊
住
職
脇
座
・
壁
座
を
勤
む
）

教
授
町
田
是
正
（
延
寿
坊
住
職
遠
忌
委
員
・
木
鉦
座
〉

教
授
望
月
海
淑
ハ
樋
沢
坊
住
職
七
回
山
敬
棋
院
別
当
〉

講
師
林
是
晋
ハ
了
円
坊
住
職
雅
楽
・
中
座
勤
む
〉

講
師
望
月
海
英
ハ
花
之
坊
住
職
雅
楽
・
中
座
勤
む
）

講
師
中
里
悠
光
（
鏡
円
坊
住
職
雅
楽
・
中
座
勤
む
〉

講
師
奥
野
本
洋
（
妙
石
坊
住
職
雅
楽
・
中
座
勤
む
〉

講
師
長
谷
川
寛
勝
（
大
普
坊
裡
中
座
勤
む
〉

( 134) 

（
文
責
・
町
田
〉



。
同
窓
会
本
部
役
員
会
の
開
催

日
時
：
・
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
二
十
七
日
。
場
所
・
：
身
延
山
短
期
大
学

仏
教
文
化
研
究
所
。
出
席
：
・
灘
上
恵
教
・
松
井
大
周
・
岩
田
日
成
・
小
崎

竜
雄
・
池
上
要
輝
・
長
谷
川
寛
鹿
・
児
島
錬
誠
・
町
田
是
正
の
各
師
。

審
議
決
議
事
項
・
：
①
学
園
図
書
館
建
設
に
つ
い
て
役
員
会
の
連
署
を
以

っ
て
、
久
遠
寺
当
局
に
対
し
「
要
望
書
」
を
上
申
す
る
こ
と
〈
連
署
の
う

え
提
出
す
〉
。
②
本
部
幹
事
の
深
沢
義
雅
師
〈
和
身
会
世
話
人
〉
の
退
任

を
承
認
し
、
永
年
の
奉
仕
に
対
し
て
同
窓
会
本
部
よ
り
感
謝
状
、
併
せ
和

身
会
か
ら
慰
労
金
一
封
を
贈
る
こ
と
と
し
た
。
③
昭
和
五
十
六
年
宗
会
議

員
選
挙
で
当
選
し
た
同
窓
諸
師
（
矢
谷
恵
宏
・
中
村
正
彦
・
神
原
成
行
・

関
谷
泰
厳
・
森
恵
遠
・
伊
藤
如
顕
o
〉
と
、
本
学
に
教
鞭
を
執
る
望
月
海

淑
師
に
対
し
て
祝
電
を
お
く
る
事
と
し
た
。
③
図
書
館
の
建
設
に
関
し
て

学
園
当
局
に
於
て
も
早
急
に
青
写
真
（
見
積
概
要
〉
を
作
成
し
て
本
山
当

局
と
接
渉
し
て
欲
し
い
。

ω本
部
会
計
監
事
と
し
て
下
里
是
忠
師
（
身
延

山
本
行
坊
住
職
〉
を
選
任
す
。
＠
和
身
会
世
話
人
深
沢
義
雅
師
退
任
、
そ

の
後
任
に
小
崎
竜
雄
師
（
神
奈
川
県
本
円
寺
住
職
〉
を
選
任
し
た
い
と
申

し
合
せ
た
。
ま
た
和
身
会
の
世
話
人
の
名
称
を
「
会
長
」
と
改
め
、
深
沢

義
雅
師
を
願
聞
と
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

（
文
責
・
町
田
）

。
昭
和
五
十
六
年
度
短
大
卒
業
論
文
論
題

（
〉
内
は
指
導
教
寅
敬
称
略

番

号

論

題

学

生

氏

名

1

宗
祖
の
「
法
難
観
」
に
つ
い
て
（
秋
葉
真
敬
〉
安
藤
顕
雄

2

日
像
上
人
と
帝
都
開
教
に
つ
い
て
（
林
是
晋
）
石
田
顕
正

3

日

蓮

聖

人

の

報

恩

観

〈

桑

名

貫

正

〉

石

井

潔

4

法
華
経
広
宜
流
布
に
つ
い
て
〈
望
月
海
英
〉
大
原
康
昭

5

法
華
経
中
の
哲
願
に
つ
い
て
（
望
月
海
淑
〉
片
寄
智
雄

戦
国
時
代
の
回
避
教
団
の
歴
史
｜
特
に
天
文
法
難
に
つ
い
て
｜

〈

林

是

晋

〉

香

味

成

樹

本
宗
に
お
け
る
祈
稿
本
尊
鬼
子
母
神
に
つ
い
て
一
考
察

ハ

奥

野

本

洋

〉

金

原

広

秀

日
蓮
聖
人
身
延
九
箇
年
の
一
考
察
（
上
田
本
昌
〉
米
虫
是
恭

宗
祖
の
「
上
行
自
覚
」
に
つ
い
て
（
中
条
尭
秀
）
小
代
海
厳

優
陀
郡
日
間
上
人
に
つ
い
て
（
林
是
幹
〉
瀬
尾
雅
範

宗

祖

の

法

華

経

観

〈

若

杉

見

龍

〉

竹

岡

智

大

宗

祖

の

詩

法

観

〈

桑

名

貫

正

〉

豊

田

通

良

霊
友
会
教
団
と
そ
の
分
派
〈
上
田
本
島
〉
丹
羽
三
典

日
蓮
聖
人
の
佐
渡
の
御
生
活
に
つ
い
て
〈
町
田
是
正
〉望

月
百

瀬

山

口

6 

(135) 

7 14 13 12 11 10 9 8 16 15 

二唱
乗題
作論
仏と

詰
本達
洋師
〉の
思
想

里
見
泰
穏

是

祥
三
津
明穣
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現
代
に
お
け
る
「
立
正
安
国
論
」
の
意
義
に
つ
い
て

（

中

条

亮

秀

〉

渡

稲
荷
信
仰
に
つ
い
て

l
特
に
最
上
稲
荷
に
つ
い
て
｜

（

長

谷

川

寛

鹿

〉

獅

子

原

則
也
教
の
祖
日
持
上
人
に
つ
い
て
の
一
考
察
ハ
堀
一
勇
）

細

川

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
の
思
想
的
展
開
l
立
正
安

国
論
を
中
心
と
し
て
｜
〈
長
谷
川
寛
勝
〉
山
口
清
治
郎

（
文
責
・
奥
野
〉

辺

浩

18 

最

19 

泰

20 〈
〉
図
書
寄
贈
者
紹
介
〈
五
十
六
年
度
）

若
杉
見
竜
｜
国
訳
一
切
経
一
九
冊
・
他
四
七
冊

灘
上
恵
教
｜
日
蓮
聖
上
の
歩
ま
れ
た
道

望
月
海
淑

l
法
華
経
に
お
け
る
信
の
研
究
序
説
（
自
著
〉
・
他
ニ
冊

松
下
回
孝

l
運
命
・
信
仰
・
迷
信
・
供
養
・
餓
菰
の
話

小
野
文
珠

l
日
蓮
宗
池
上
法
類
神
楽
援
法
縁

深
沢
議
雅
l
観
心
本
尊
抄
通
解
・
他
五
冊

中
条
暁
秀
！
日
本
仏
教
史
講
話
第
一
巻
・
他
一
冊

新
川
目
見
｜
小
西
法
縁
系
譜

北
沢
光
昭
｜
急
急
如
律
令
録
・
他
十
二
冊

身
延
山
久
遠
寺
l
久
遠
寺
蔵
・
重
文
「
本
朝
交
粋
」
上
下
（
複
製
本
）

他
一
冊

紀

本
町
内
号
執
筆
者
紹
介

J{lj 源

熊今林奥北林大中上望町若竹

森条田月田杉下

康
ハ
巻
頭
記
念
染
筆
）
身
延
山
法
主
・
本
学
園
学
長

竜
本
学
教
授
ハ
天
台
学
）

正
本
学
教
授
ハ
中
世
田
本
仏
教
思
想
史
〉

淑
本
学
教
授
ハ
仏
教
学
・
党
文
〉

昌
本
学
教
授
〈
日
護
教
学
・
祖
古
学
〉

秀
本
学
講
師
（
日
護
教
学
・
祖
脅
学
）

孝
本
学
教
授
ハ
英
語
学
〉

是
幹
本
学
教
授
ハ
日
蓮
宗
史
）

光
昭
本
学
会
合
員
ハ
日
蓮
教
学
〉

本
洋
本
学
講
師
（
天
台
学
）

是
晋
本
学
講
師
（
日
本
仏
教
史
・
日
蓮
宗
史
〉

良
枝
本
学
園
事
務
局
主
事

秀
臣
〈
巻
頭
浬
撲
図
写
真
撮
影
〉
身
延
山
久
遠
寺
勤
務

(136) 

暁本海是見目

野沢主村望
月
日
滋
法
主
狽
下
御
遷
化

身
延
山
八
十
八
世
法
主
・
身
延
山
短
期
大
学
々
長
・
太
玄
院
望
月
日
滋

狽
下
に
は
、
昭
和
五
十
七
年
二
月
一
日
午
後
一
時
十
五
分
御
遷
化
さ
れ
た
。

身
延
山
門
前
町
に
生
ま
れ
十
六
歳
で
旅
立
た
れ
、
昭
和
四
十
九
年
六
月

身
延
山
八
十
八
世
の
狽
座
に
晋
現
地
元
民
の
衆
望
を
負
う
て
身
延
に
帰

ら
れ
た
法
主
現
下
で
し
た
o
と
き
は
宗
門
挙
げ
て
宗
祖
七
百
遠
忌
報
恩
事



業
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
o
貌
下
に
は
ど
晋
山
以
来
、
幾
多
の
身
延
山

の
記
念
事
業
の
推
進
に
取
り
く
み
、
大
本
堂
の
建
設
を
は
じ
め
、
宝
蔵
・

水
鳴
楼
・
信
徒
休
憩
所
・
新
納
牌
堂
・
学
生
寮
な
ど
境
内
諸
堂
宇
の
建
設

整
備
、
ま
た
社
会
教
化
事
業
、
報
思
大
法
要
の
奉
行
な
ど
、
総
務
竹
下
日

康
狽
下
の
強
力
な
補
佐
の
下
に
着
々
と
諸
事
業
を
円
成
さ
れ
て
い
っ
た
。

昭
和
五
十
六
年
宗
祖
七
百
遠
忌
正
当
大
法
要
に
は
、
四
大
不
調
に
も
拘
わ

ら
ず
棲
神
閣
祖
師
堂
に
大
導
師
法
主
の
一
智
を
執
ら
れ
た
。
し
か
る
に
二

月
一
目
、
大
本
堂
の
落
慶
を
目
前
に
し
て
の
御
遷
化
で
あ
り
ま
す
。
悲
痛

寂
し
さ
極
み
な
し
。
謹
ん
で
学
園
教
職
員
一
同
増
円
妙
道
を
お
祈
り
申
し

あ
げ
る
の
み
で
あ
り
ま
す
。

竹
下
回
康
狽
下
、
身
延
山
第
八
十
九
世
法
主

貌
座
に
晋
萱

昭
和
五
十
七
年
二
月
六
日
身
延
山
久
遠
寺
祖
山
会
は
、
万
場
一
致
を
以

っ
て
現
久
遠
寺
総
務
・
竹
下
回
康
狽
下
（
神
奈
川
県
本
山
妙
純
寺
貫
首
〉

を
第
八
十
九
世
法
主
（
守
繕
沙
門
〉
に
推
挙
い
た
し
ま
し
た
o
竹
下
貌
下

に
は
約
半
世
紀
に
わ
た
り
久
遠
寺
枢
要
の
場
に
在
り
、
特
に
庶
務
部
長
・

総
務
の
要
職
を
永
き
に
勤
め
ら
れ
、
身
延
山
発
展
の
原
動
力
と
な
り
、
久

追
寺
堂
搭
宇
整
備
と
荘
厳
輪
換
の
美
を
築
か
れ
ま
し
た
。

宗
祖
七
百
遠
忌
記
念
主
事
業
で
あ
り
搾
尾
を
飾
る
大
本
堂
の
完
成
こ
そ

ま
た
れ
る
所
で
あ
り
ま
す
。
新
法
主
狽
下
に
は
法
体
弥
々
健
か
に
、
為
宗

遊
山
に
御
尽
力
あ
ら
ん
こ
と
を
、
併
せ
身
延
山
教
学
発
展
の
為
に
一
一
脅
の

御
助
力
を
賜
わ
ら
ん
こ
と
を
お
願
い
・
申
し
あ
げ
ま
す
。
御
入
山
心
か
ら
祝

意
を
表
し
ま
す
。

。
文
化
講
演
会
の
開
催

日
時
：
・
昭
和
五
十
七
年
二
月
二
十
五
日
。
場
所
・
：
身
延
山
短
期
大
学
。

諦
師
・
：
立
正
大
学
教
授
・
文
学
博
士
・
中
尾
尭
先
生
。
演
題
・
：
宗
祖
御

遺
文
と
の
出
合
い
ハ
中
山
法
華
経
寺
聖
教
殿
の
御
真
蹟
を
め
ぐ
っ
て
）

本
学
で
は
毎
年
、
斯
界
の
権
威
者
を
招
鞘
し
て
公
開
文
化
講
演
会
を
開

き
、
学
の
内
外
の
有
識
者
と
共
々
に
紫
獲
を
深
め
て
い
る
が
、
本
年
は
山

梨
県
一
部
布
教
師
会
諸
師
多
数
の
来
聴
を
得
て
盛
会
裡
に
終
始
し
、
宗
祖

御
伝
記
、
宗
門
史
発
掘
の
原
点
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

( 137) 


